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3rd -EYE、国産 ドローン と AI・スマートグラ

スのリアルタイム 連携に対応  
Futaba 製ドローン の映像・位置情報 を AI 解析し、 スマートグラス と指揮本部に

即時共有 

株式会社ロックガレッジ（ 本社：茨城県古河市、代表取締役：岩倉大輔） は、 現場指

揮支援システム『 3rd -EYE』について、 国産ドローン との リアルタイム 連携に対応しまし

た。  

3rd -EYEは、 ドローン・ AI・スマートグラス を統合し、 現場の映像・位置情報・ AI に

よる 解析結果を指揮所や指揮本部等の遠隔地と リアルタイム 共有することで 現場指揮の

効率化が可能な情報共有プラットフォーム です。  

3rd -EYEは現場のニーズを受けて国産ドローン 対応を進めており、そ の第一弾として

双葉電子工業株式会社製ドローン （ 以下 Futaba 製ドローン） への対応を完了し、 ドロ

ーン映像とテレメトリ 情報を 3rd -EYEへ統合、 AI 解析結果がタブレット および スマート

グラス 上で即時共有できる ようになり ました。  

 これにより、 国産ドローン を組み込んだ現場指揮支援システムの提供が可能となりま

した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 1】 3rd -EYEシステム機材（左）及 び Futaba 製ドローン 付加構成（右）  

 

・国産 ドローン と 3rd -EYEのリアルタイム 連携に対応 

・ Futaba 製ドローン で接続・飛行・映像共有 を確認 

・既存保有機体 を活用した 後付け導入にも対応可能 



 

 

１ . 3rd -EYEとは  

「 3rd -EYE（サードアイ）」 は、 ドローン、 AI、スマートグラス を組み合わせた新世代の

情報共有システムです。 ドローン のライブ 映像を AI が自動解析し、 捜索対象（人） の位置

を特定、指揮本部 に設置された タブレット や隊員が装備するスマートグラス にその位置情

報・映像情報 を表示します。また、 現場で活動する隊員の視野も映像として 指揮所や指揮

本部、 隊員同士で共有することが 可能です。この システムを利用することで、 指揮所・ 指

揮本部は映像を確認しながら 隊員に指示したり、 デジタル 地図を用いて目的地を指示した

り、 ドローン によって 発見された 要救助者の状況をリアルタイム に確認することができる

ようになります。これによって、より 直接的に現場の状況把握が可能となり、 現場指揮が

はるかに正確かつ効率的になります。  

 

 

 

 

 

 

 

【図 2】 AI が発見した 人影（左）／指揮所・指揮本部 タブレット 画面（右）  

 

２ . なぜ今「国産 ドローン 連携」 が重要なのか  

3rd -EYEはこれまで、 主に DJI製ドローン との連携機能を提供してきました。   

近年、自治体 や公共機関では、 災害対応やインフラ 点検における ドローン 活用が拡大する

中、調達方針 やセキュリティ 要件を踏まえた国産ドローン への関心が高まっています。   

そこで 当社は、 既存機体を活用しながら AI 解析・映像共有・指揮支援 を統合できる 現場

DX プラットフォーム として、 国産ドローン への対応を進めてきました。  

 

３ . 今回のアップデート について   

（ 1） Futaba 製ドローン への対応 

国産ドローン 対応の第一弾として、 Futaba 製ドローン との連携に対応しました。  

これにより、 Futaba 製ドローン の映像・ テレメトリ 情報を 3rd -EYEへリアルタイム 連携

し、 AI 解析結果を指揮本部タブレット およびスマートグラス で共有できるようになりまし

た。  



 

【図 2】 Futaba 製ドローン と 3rd -EYEの接続検証の様子 

 

（ 2）既存機体 を活用した 導入 

3rd -EYEは既存のドローン 機体を改修することなく、 3rd -EYEを追加導入できる 構成を採

用しています。 機体を買い替えずに AI・情報共有機能 を追加できる 可能性がある点は、 自

治体や消防における 導入負担の軽減につながります。  

既に保有している 国産ドローン についての運用可否については、 個別に検証・提案 を行

っています。  

 
【図 3】 Futaba 製ドローン 映像を AI 解析中の 3rd -EYE画面 

 



 

４ . 今回のアップデート の意義 

近年、日本 では国産ドローン 活用への関心が高まっています。しかし、 ドローン と連携

する情報共有システムの多くは 特定機体への依存が高いことが 課題となっていました。  

今回の機能拡充は、「 国産ドローン の活用」 と「 現場 DX システムの統合」 を両立できる 可

能性を示したものであり、 消防・自治体・ インフラ 点検など複数分野への波及が期待され

ます。  

 

５ . 想定利用分野   

分野 想定用途 

消防 要救助者捜索、現場指揮  

自治体 災害対策、避難状況確認  

インフラ  橋梁・河川・設備点検  

警備 広域監視、巡回  

 

６ . 導入までの流れ 

 

  



 

７ . 今後の展開 

今後は Futaba 製ドローン での実績を踏まえ、 他の国産ドローン への対応拡大を進めて

まいります。また、 消防・自治体・ インフラ 点検など各分野において、 既存機体を活用し

た 3rd -EYE導入の検証を進め、 現場ごとに 最適な構成を提案してまいります。  

当社は、 特定のドローン に依存しない 情報共有プラットフォーム として 3rd -EYEを発展

させ、 日本のドローン 活用現場における運用 DX の実現を目指してまいります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在保有されている ドローン で 3rd -EYEを利用できるかについては、 機種・通信構成・

運用環境を踏まえた個別検証を受け付けています ので、 下記窓口へご相談ください 。  

 

本件に関するお問合せ： 090 -1229 -8306 （大畑）  

 

 

【会社概要】  

会社名：株式会社 ロックガレッジ  

事業内容： ドローン 関連ソフトウェア／ 制御系／ハードウ

ェア 開発、 ロボット 開発支援、 スマートグラス・ドロー

ン・ AI 複合による 情報共有システム（ 3rd -EYE）の 開発・ サ

ービス提供 

住所：  茨城県古河市宮前町 1-51 

URL：  https://rockgarage.tech  

連絡先：  office@rockgarage.tech   
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